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会社概要



4

会社概要 |会社概要

社 名 株式会社ツナググループ・ホールディングス

設 立 2007年2月28日

資本金 6９６,65１千円

所在地 東京都千代田区神田三崎町3丁目1-16 神保町北東急ビル1F・2F

従業員数
グループ合計 641名（正社員524名、契約社員34名、パートタイム社員83名）

/ 2021年10月1日時点

上場市場 東京証券取引所 スタンダード市場（証券コード：6551）

1969年生

1993年

2003年

2007年

大阪府出身

株式会社リクルートフロムエー(現株式会社リクルート)入社
営業、商品企画、営業企画などを担当

株式会社リクルート(現株式会社リクルートホールディング
ス)出向。マーケティング業務などを経て、アルバイト・パート
領域の事業企画責任者

株式会社ツナグ・ソリューションズ（現株式会社ツナググルー
プ・ホールディングス）設立。代表取締役社長就任（現任）

よ ね だ

代表取締役社長

米田 光宏
み つ ひ ろ

2015年 株式会社チャンスクリエイター設立。代表取締役社長就任

2022年 一般社団法人スポットワーク協会代表理事就任（現任）
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「採用市場のインフラになる」
私達が持つサービスだけでなく、「低生産性を解決する」「採用・雇用成功を実現する」ための全てのサービスを

最適に、そして、公平性をもって、世の中に“つなぐ、つなげる、つながる。”

結果、イキイキと働く人が増え、職場が活性化し、そして日本が元気になる。

そのような社会実現の一助となるべく、私達は一日一日を、一つひとつの取り組みをしっかりと努め続けます。

私達は社会にとって無くてはならない存在、「採用市場のインフラ」企業を目指します。

経営理念

「つなぐ、つなげる、つながる。」
一人ひとりが何かと何かをつなぐ事で、何かを変える大きな力になる。

そして、その一つの“つながり”を、また別の“つながり”につなぐことで、世の中を前に進める大きな力になる。

人と企業、人と人、企業と企業、過去から現在、現在から未来を「つなぐ、つなげる、つながる。」

働く人たちがもっとイキイキと働き、結果、企業がもっと成長し、面白い仕事を増やす。

そして社会がもっと元気になる。

企業や人の、それぞれのありたい姿が実現する。

その社会実現にむけて、私たち一人ひとりが、一つひとつの“つながり”をつなげていきます。

企業理念

会社概要 |企業理念・経営理念

5
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会社概要 |社会課題における私たちの役割

6

高齢化、人口減少が続き、これからの人手不足が避けられない日本
私たちは、「イキイキと働く人が増え、職場が活性化し、そして日本が元気になる。」そのような社会実現の一助となるべく、努め続けます



77

会社概要 |事業展開

私たちは、顧客企業の雇用や採用課題を解決するために、ＲＰＯ事業を中核とし、
あらゆるサービスを最適に、そして、公平性をもって“つなぐ、つなげる、つながる。”形で事業を展開しています
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会社概要 |サービスの概要

当グループは、企業の人的資本向上実現を目指し、
「低生産性を解決する」「採用・雇用成功を実現する」ためのあらゆるサービスをワンストップでご提供しています

8
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ハイライト
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ハイライト

増収、大幅な増益

売上高 9,347 百万円 Yo Y +11 .4 %

営業利益 168 百万円 Yo Y +330 百万円

※売却事業を除くとYoY＋20.7%
2022年9月期
第3四半期累計

• 成長領域への経営資源の集中により、売上高は高成長を持続

トピックス

• 成長投資強化の方針に沿った人的資本への投資と事業化投資により
Ｑ３営業利益は減益となるも、６四半期連続での黒字決算

• 通期業績は、上方修正した予測に対し順調な進捗

• 共同事業化に伴う資産承継により今期約４億円の譲渡益を計上予定
純利益も大幅な増益となる見込み
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2022年9月期 第3四半期業績
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（百万円）
22/9
Q3

YoＹ QoQ
22/9

Q3累計
YoＹ

売上高 3,285 +31.0% +1.0% 9,347 +11.4%

売上総利益 1,452 +10.2% △10.8% 4,465 +10.6%

EBITDA* 95 △15.8% △57.6% 412 +206.2%

営業利益 10 △68.5% △92.8% 168 ＋ 330

経常利益 9 △72.5% △93.3% 163 ＋ 316

2022年9月期 第３四半期業績 |業績サマリー

第3四半期累計は増収・大幅な増益で着地
• 雇用情勢回復の追い風に乗り増収

• 成長領域への経営資源の集中により、売上高は高成長を持続

*営業損益に減価償却費及びのれん償却費等を加算した調整後EBITDA
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2022年9月期 第３四半期業績 |売上高推移

2,299 2,266

2,499

3,553

3,401

3,564

2,506
2,626

2,731

3,154

2,507
2,632

2,808

3,252 3,285

Q3Q1 Q1Q2 Q3 Q2Q4 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3

+31.0%

（ 百 万 円 ）

FY19 FY２０ FY２１ FY２２

売上高は、高成長が続く
• Ｑ３売上高は３２．８億円、ＹｏＹは＋３１．０％

• 成長領域であるＲＰＯ・ＤＸリクルーティング・スポットワークに経営資源を集中、積極的な投資により売上成長を実現

＊株式会社ツナグ・スタッフィングの全株式の譲渡により対象会社の決算はFY２１Ｑ３から連結対象外

新型コロナ影響
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主要領域別売上推移

FY２１ FY２２

839 906 895 875 944

300
336 367 452 429

502
533

662
609 598 618 649

659
634

Q2

3.285

Q1Q1

1.212

2.507

Q3 Q2Q4

1.347

その他サービス

Q3

ＲＰＯ領域
（前年+50.5%）

DXリクルーティング領域
（前年+45.2%）

セグメントメディア領域
（前年+5.9%）

2.731

3.154

2.632
2.808

3.252

（ 百 万 円 ）

2022年9月期 第３四半期業績 |売上高推移

ＲＰＯ・ＤＸリクルーティング・スポットワークが売上成長を牽引
• RPO領域YoY＋５０.５%、DXリクルーティングYoY＋4５.２%と大きく成長

• セグメントメディア領域内のスポットワークサービスもYoY＋４４．６％と高成長を持続
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2022年9月期 第３四半期業績 |営業利益推移

（ 百 万 円 ）

26

59 65 70

-117

-53

-245

-194

-263

69

33
56

13

144

10

Q4Q1 Q4Q2 Q1Q3 Q3Q2 Q1 Q3Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

営業利益は、６四半期連続の黒字
• 成長投資の強化により利益額は減少も、Ｑ３営業利益は10百万円となる

FY19 FY２０ FY２１ FY２２

新型コロナ影響
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• Ｑ３営業利益は対前年減益であるが、これは人的資本への投資とスタッフィング領域における事業化投資を実施したことによる

2022年9月期 第３四半期業績 |営業利益推移

（ 百 万 円 ）

人的資本への投資と事業化投資

33
10

587

35

人件費･教育費等
人的資本投資

（ー）

FY21Q3
営業利益

501

HCサービス*
売上増加

（＋）

オフィス等
固定費削減

（＋）

HCサービス*
変動費増加

（ー）

FY22Q3
営業利益

125

19

スタッフィング
事業化投資

（ー）

＊HCサービス：当社グループのヒューマンキャピタル事業（ＲＰＯ・ＤＸＲ・セグメントメディア等）
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（百万円）
22/9
Q3

YoＹ
22/9

Q3累計
YoＹ

売上 2,604 +31.6% 7,536 +21.5%

セグメント利益 23 ＋ 62 170 ＋ 313

（百万円）
22/9
Q3

YoＹ
22/9

Q3累計
YoＹ

売上 726 +36.0% 1,882 △16.2%

セグメント利益 △ 13 △ 13 △ 14 ＋ 33

2022年9月期 第３四半期業績 |セグメント別業績

主 要 領 域

ヒューマンキャピタル事業

スタッフィング事業

主 要 領 域

（注記）株式会社ツナグ・スタッフィングの全株式の譲渡により対象会社の決算は前期第３四半期から連結対象外

• 人材派遣・紹介領域

• コンビニエンスストア経営領域

• RPO(採用代行・採用コンサルティング）領域

• ＤＸリクルーティング領域

• セグメントメディア領域
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2022年9月期 通期業績予想
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2022年9月期 通期業績予想 |業績予想に対する進捗

営業利益 2.0億円1.6億円 84.0%

上方修正した業績予想に対し、順調な進捗
• 第３四半期累計で売上高は７７．９％、EBITDA・営業利益・経常利益ともに8割を超える順調な進捗

EBITDA 5.0億円4.1億円 82.4%

経常利益 2.0億円1.6億円 81.5%

売上高 120億円77.9%93.4億円

通期予想（修正予想）

第３四半期累計 実績
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2022年9月期 通期業績予想 |トピック

ＨＲソリューションズ社との共同事業化
• ７月28日の取締役会において「ＨＲＳ社との業務提携」ならびに当社グループが保有する「シフトワークス」の資産承継を決議

• 両社がそれぞれの強みを活かし、“システム連携によるワンストップサービスの提供”、“提供価値向上による顧客拡大の実現”を目指す

ＨＲソリューションズ社 ツナググループ

シフト管理システム

ハイソルシフト

就労/採用システム

応募者管理システム

リクオプ／ハイソル

求人メディア

シフトワークス

HRソリューションズ
顧客企業

ツナググループ
顧客企業

Before （単独事業）

ＨＲソリューションズ社 ツナググループ

シフト管理システム

ハイソルシフト

システム連携による
ワンストップサービスの提供

応募者管理システム

リクオプ／ハイソル

シフトワークス関連資産

譲渡益 約４億円

HRソリューションズ
顧客企業

ツナググループ
顧客企業

Ａｆｔｅｒ （共同事業）

求人メディア

シフトワークス

提供価値の向上による

顧客の拡大

↳ 顧客（アカウント）・従業員は残存



21

2022年9月期 通期業績予想 |トピック

営業利益 2.0億円1.6億円

通期予想（修正予想）

第３四半期累計 実績

共同事業化に伴う資産譲渡益により、純利益も大幅な増益となる見込み
• 前述の共同事業化のための資産継承により、２０２２年９月期決算において、約４億円の固定資産譲渡益を計上予定

• これにより純利益も大幅な増益となる見込みであり、今後の成長投資と株主還元に充当したい

EBITDA 5.0億円4.1億円

1.1億円

売上高 120億円93.4億円

経常利益 2.0億円1.6億円

純利益
今後の成長投資 株主還元
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当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要課題としており、

「成長投資の原資を確保した上で、業界平均の配当性向を継続的に行うこと」

を基本方針としております。

2022年9月期の配当予想につきましては引き続き「未定」とさせていただきますが、

今後の進捗を見定めた上で、改めて開示いたします。

2022年9月期 通期業績予想 |株主還元について
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APPENDIX
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Appendix  ｜主要領域・サービス
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募集ニーズ
発生

メディア

手配

原稿確認
入稿手配

応募受付

面接設定

面接

採否連絡

入社

入社手続き

定着
戦力化

退職手続

Appendix  |主要領域・サービス｜ＲＰＯ領域

集客や応募受付、面接設定など採用に関わる様々なプロセスを代行するサービスです。

単なる採用代行業務ではなく、多くの企業の採用支援から蓄積されたビッグデータや知見を活用し、

経験豊富な採用コンサルタントが採用活動における全体最適をはかります。

アルバイトを中心とした採用大手企業330社/90,000事業所にご利用いただいています。

求人発注代行 応募受付代行

採用関連業務代行 コンサルティングサービス

長年蓄積した、独自のビッグデータを活用し、採

用手法選定・求人媒体選定（求人予算ポートフォ

リオの組み直し～最適化）から、価格交渉・求人

原稿入稿・事務手続き業務までをワンストップ

で実施します。

「自社採用サイト運用代行」「HR Tech（HR テッ

ク）運用代行」「面接官代行」「説明会場取得代行」

「合否連絡代行」など、あらゆる採用に関わる業

務代行を実施します。

電話・WEB等からの応募受付～面接日程調整

を全日稼働の求人応募受付専門コールセンター

にて実施します。時代を先駆けた、独自

Chatbotを活用したハイブリッド（ヒト×IT）応

募受付もスタートしています。

採用に特化した専門コンサルタントが「現状分

析・評価・施策立案・施策実施サポート・モニタリ

ング」までを定期的なアドバイザリーやプロジェ

クトマネジメントを通じて支援いたします。

Recruitment

Process

Outsourcing

RPO
（採用代行・採用コンサルティング）

採用戦略立案から定着支援までを
ワンストップでサポート
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RPO ARPU・アクティブ社数推移

回復から成長へ。ARPUは大きく上昇し、アクティブ社数も増加。

RPO
（採用代行・採用コンサルティング）

採用戦略立案から定着支援までを
ワンストップでサポート

252
282 273 268 267

303 311

FY22Q1

3.284

FY21Q1 FY21Q2

4.118
3.550

FY21Q3

3.539

FY21Q4

4.830

FY22Q2

5.302

FY22Q3

3.239

+49,3%

ARPU(千円)

アクティブ社数(社)

アクティブ社数 ： ＲＰＯ利用顧客のうち該当Ｑに採用活動を実施した社数

ARPU ： 1社当たり管理売上（RPO利用顧客におけるＲＰＯおよび他サービスも含む売上）

Appendix  |主要領域・サービス｜ＲＰＯ領域
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弊社保有

データ※

DX
リクルーティング

ＤＸ時代の潮流に合わせ、当社が保有するリアルな採用ビッグデータと、WEB広告の知見を持つ

コンサルタントが、お客様の採用サイトへの最適な集客を実現します。

Ｆｉｎｄｉｎ PROMOTION オプションサービス

他媒体

応募者取込

採用サイト

構築

WEB面接応募管理

自動

面接設定

外部連携

ビッグ

データ

求人関連データ

• 会員情報

• 職種情報

• 業種業態情報

• エリア情報

• スキル情報 など

※弊社保有データ：弊社が運営するWEB求人媒体・アプリの利用者データ・閲覧者データ等のこと。

広告運用ノウハウと求人特化のビッグデータを活用し、効果的な
広告文作成、チャネル選定や配信設定を行い、各種メディアや
SNSなどに貴社の求人広告を配信します。

ビッグデータを駆使した
ＷＥＢプロモーションで

採用を最大化

第三者保有データ

• グーグル

• ヤフー

• Facebook

• Twitter など

Appendix  |主要領域・サービス｜ＤＸリクルーティング領域
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92
96

102

122

137

161

169

FY22Q2FY21Q2FY21Q1 FY22Q3FY21Q3 FY21Q4 FY22Q1

ＤＸへの顧客や社会のニーズの高まりを捉え、案件が急速に拡大。

DX
リクルーティング

ビッグデータを駆使した
ＷＥＢプロモーションで

採用を最大化

Ｆｉｎｄｉｎ PROMOTION 案件社数（月間平均）推移 (社）

Appendix  |主要領域・サービス｜ＤＸリクルーティング領域
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スポットワーク

※調査概要：日本トレンドリサーチ提供 インターネット調査（2021年11月サイトのイメージ調査）

すきま時間のマッチングで
生産性を向上

日本で最も早くから短期単発雇用サービスを提供してきた膨大な経験を活かし、業務設計から雇用における

コンプライアンス面のアドバイスまで、スポットワーカー活用による生産性向上を実現します。

日本最大級の短期求人専門サイト

登録ユーザー数

280万人以上

Appendix  |主要領域・サービス｜スポットワークサービス
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(万件）

スポットワークの需要増加を追い風に、求人件数・応募数ともに増加。

スポットワーク（短期単発）求人案件数・応募数推移

スポットワーク

すきま時間のマッチングで
生産性を向上

13.0

FY21Q3

22.1

13.6

21.8

9.0

FY21Q1

15.3

12.6
11.6

FY21Q2

15.0

FY22Q3FY22Q2FY21Q4

19.5

19.0

FY22Q1

17.8

20.0
17.2

+71.7%応募数（万人）

求人数（万件）

Appendix  |主要領域・サービス｜スポットワークサービス
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Appendix  |主要領域・サービス｜サービス・事業のフェーズ状況と見通し

ヒューマンキャピタル
事業

スタッフィング
事業

新規

利益創出フェーズ 利益化フェーズ 事業化フェーズ

RPO

FY２２
成長加速

FY22
効率化

FY22黒字化見込み

新規事業

• スポットワークサービス
• FY22下半期本格稼働予定

• FY22開発開始
• FY23事業開始見込み

• FY22下半期事業再構築予定

• 派遣・紹介・請負事業

• コンビニエンスストア経営

• 定着支援サービス（SaaS）

• 外国人採用支援サービス

• レギュラーワーク

• スポットワーク

• レギュラーワーク

• DXリクルーティング

• RPO・採用コンサルティング

新規事業

• FY22開発開始

（株）Leaf NxT ：2022年１月～
日総工産（株）との合弁会社

両社のノウハウや知見を活かし、人材領域において持続
可能な循環性のある様々なサービスを順次提供。
将来的には、現場スタッフ研修の事業化など、企業の人
的資源を人的資本化するサービスを展開予定。
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Appendix|会社概要 |人材市場

約10兆円の広大な市場

労働人口激減により、多様なニーズが生まれ市場拡大の見通し

• 人材市場は国内有数の市場規模、サービス内容により景気影響を受けやすい特徴があるがコロナ影響を受けても市場規模は微増

• Media市場減少分をHR-tech市場がカバー

• 国内労働人口は激減に向かい、企業の人手不足感は強まりニーズは更に拡大

• 法規制・DX・人的資本管理の開示など人材市場は拡大とともに多様化

人材市場規模推計

9兆7,982億円

(億円）

75,731 79,000

10,199 10,199
9,800 7,299

2022年

2,009
919

1,333

2017年

Media(求人）

1,600

HR-tech
HR-OS（アウトソーシング）
Welfare（離職防止・福利厚生）

Real（派遣・請負・紹介）

+2.2%

10兆0,106億円

出所：2017年ツナグ働き方研究所調べを基に2022年の市場規模を弊社独自の情報及び集計より推計
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Appendix|会社概要 |ツナググループの競争優位性

競争優位性の源泉

Value
（経済価値）

Rarity
（希少性）

Inimitability
（模倣困難性）

Organization
（組織）

大手企業を中心に多くの顧客が継続的に利用

長年蓄積した独自の各種データ・データベース

限界利益率が低いビジネスモデル
※規模の経済がなければ収益化困難

市場創造できる、事業開発力。先行者利益を享受。

人材業界におけるプレーヤーの顧客から見た、ツナググループ

独自のポジショニング（右図参照）によって、激しい競争環境から

一歩距離を置くことで顧客への高い価値提供に集中。

人材管理
(システム)

求人募集
(労働集約的)

コンサル

代行
求人媒体・

代理店企業

HR-tech

企業BPO・派遣企業

コンサル・コンサルティ

ングファーム

ポジショニングマップ

空白のポジション

差別化戦略を推進・継続
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Appendix|会社概要 |ツナググループの業績推移・事業成長

創業来成長を続け、直近10年間ではＣＡＧＲ＋３１%の急成長

コロナ影響を変革の契機とし、人材市場の拡大・多様化を追い風に再成長へ

52 272 342 491 742
1,124

1,582

2,348

3,127

5,087

6,976

8,669

12,099

14

FY18

61 86

FY10 FY11

171

2,180

FY13FY12 FY19

217 412

FY14FY07

651

FY15FY08

1,272

FY16

3,096

8,848

FY20

40

12,302

11,211

FY09 FY21

116

10,617
11,026

FY17

顧客数（社）

売上（百万円）

直近10年間

CAGR+31%
（FY11～FY21）

コロナ
影響

再成長へ

売上高・顧客数推移
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Appendix|会社概要 |沿革

設立

創業「RPOサービス開始」

株式会社テガラミルを子会社化

株式会社インディバルを子会社化

株式会社チャンスクリエイター設立

株式会社スタッフサポーター設立

東証マザーズ市場に株式上場

株式会社asegoniaを子会社化

株式会社スタープランニングを子会社化

東証市場第一部に市場変更

Regulus Technologies株式会社を子会社化

ユメックス株式会社を子会社化

株式会社ツナググループ・マーケティング設立

株式会社GEEKを子会社化

グループ会社を再編統合

株式会社ツナグ・スタッフィングの全発行株式を譲渡

グループ子会社の再編統合を行い、株式会社ツナググループHC発足

株式会社LeafNxT発足（日総工産株式会社との合弁会社）

東証スタンダードに市場変更

2007年2月

2007年3月

2013年11月

2015年3月

2015年4月

2016年8月

2017年6月

2017年9月

2018年1月

2018年7月

2018年10月

2019年6月

2019年10月

2020年4月

2021年1月

2021年6月

2021年10月

2022年3月

2022年４月

35
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免責事項

将来見通しに関する注意事項

⚫ この資料は皆様の参考に資するため、株式会社ツナググループ・ホールディングス(以下「当社」という)の
現状をご理解いただくことを目的として、当社が作成したものです。

⚫ 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」(forward-looking statements)を含みます。
これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る
不確実性を含んでおります。

⚫ 当資料に記載された内容は、現在において一般的に認識されている経済・社会等の情勢および
当社が合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが､経営環境の変化等の事由により､
予告なしに変更される可能性があります。

⚫ それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった
一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。

⚫ 今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、
当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の更新・修正を行う義務を負うものではありません。

注意事項
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「つなぐ、つなげる、つながる。」


